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～顔の見える連携を目指して～

2015年10月3日
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県看護協会主催の橋渡しナース研修会で出会った
弘前大学医学部附属病院・健生病院・ときわ会病院の看護師長3名が中心に

成り立ち

2007年（平成19年）3月6日
「津軽圏域包括ケアネットワーク準備交流会」
◆顔の見える連携
◆弘前を中心とした医療機関の連携実務者が対象
◆12医療機関

2007年（平成19年）6月22日（要綱公表日）
『津軽地域ケアネットワーク』名称が決定
◆会員17医療機関

2015年（平成27年）6月現在
◆会員27医療機関 賛助会員１機関
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要綱（一部抜粋）

第1条 名称
本会は、津軽地域ケアネットワークとする。

第２条 目的
本会は、津軽地域における地域連携担当者の情報の共有及び
スキルアップの場とする。利用者が安心して円滑に地域での
生活に戻れるよう、地域の関係機関との連携作りを推進する
ことを目的とする。

第４条 会員
本会は、津軽地域における地域連携担当者（看護師・ソー
シャルワーカー・事務員など）をもって構成する。また、
本会の趣旨に賛同した会員（賛助会員）をもって構成する。
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取り組みと運営

◆役員（任期1年）
会長1名、副会長2名、事務局1名、会計1名、監査1名

◆会費
1機関 年3,000円

◆定例会を年3回（6月、10月、2月）開催
定例会毎に企画担当の3病院を決定
役員と企画病院で2～3回企画会議を行い、定例会を開催
医療機関紹介、連携室業務紹介、グループワークなど
定例会後はNEWSを参加機関へ発行
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【06月】
総会、施設名簿更新、連携実務者紹介、懇親会など

【10月】
津軽地域ケアネットワーク交流会など

【02月】
医療機関紹介、連携室業務紹介、グループワークなど

定例会
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施設名簿の作成

会員・賛助会員の名簿作成

グループワークで書式検討

◆連携窓口情報の開示
◆病床区分や診療科
◆転院時の受け入れ条件など

市町村 弘前市

施設概要

施設名 健(ケン)生(セイ)病院(ビョウイン)

設置主体 津軽保健生活協同組合(ツガルホケンセイカツキョウドウ
クミアイ)

院長 田代(タシロ) 実(ミノル)

総看護師長 寺島(テラシマ) 由美(ユミ)

住所 〒036-8511 弘前市野田二丁目2-1

電話番号 【代表】0172-32-1171 ＦＡＸ番号 【代表】0172-35-1678

メール info@kensei-hp.jp

ＨＰ http://www.kensei-hp.jp

相談窓口

相談窓口 地域連携室 受付時間 8：30～16：40

電話番号 【直通】0172-32-117１（内1155） ＦＡＸ番号 【直通】0172-39-7214

メール renkei@kensei-hospital.jp

担当者
（職種／役職）

安田(ヤスダ) 肇(ハジメ) （医師／室長） 三浦(ミウラ)暢子(ノブコ) （ＳＷ／主任代行）

堀川(ホリカワ) 恵(メグミ) （看護師／社会福祉士／副室長） 中村(ナカムラ) 花奈子(カナコ) （ＳＷ）

阿保(アボ) 祥子(ショウコ) （看護師／主任） 五代(イヨ)儀(ギ) 明子(アキコ) （ＳＷ）

境(サカイ) 恵(メグミ) （看護師） 神(ジン) 有紀子(ユキコ) （ＳＷ）

伊藤(イトウ) かよ子(コ) （看護師） 藤木(フジキ) 綾子(アヤコ) （事務）

工藤(クドウ) ひろみ （事務）

診療科名

常勤

外科 救急外来 （神経精神科）要予約

産婦人科 （内科） （整形外科）

リハビリテーション科 （神経内科） （小児科）

非常勤
※（）内の診療科は隣接クリニックで実施

入院施設

病床区分 病床数 備考

一般病棟 222床 ・外科・整形外科・内科・産婦人科・小児科・HＣＵ

回復期リハビリテーション病棟 60床
・脳血管：○ ・背損：○ ・廃用症候群：○ ・頭部外傷：
○ ・骨折：○（ｏｐｅ後） ・IVH：×

療養型病棟（医療）

精神科病棟

緩和ケア病棟

備考

＊回復期リハビリ病棟への転院希望は、地域連携室が窓口となります。

・リハビリテーション科 ＰＴ27人 ＯＴ27人 ＳＴ13人
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患者情報提供用紙の統一

以前は、各医療機関が独自の情報提供用紙を使用していた…

グループワークで書式検討（1）～（3）

◆各医療機関が欲しい情報を1枚に
◆介護支援専門員も活用できる
◆看護要約として代用
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津軽地域ケアネットワークの成果

・施設間で電話がかけやすくなった。

まさに、「顔が見える連携」！

・施設名簿、患者情報提供用紙を活用中

・入院・転院時の情報交換がスムーズに！

・精神科の病院も含めた連携

・地域の他団体との連携が積極的に行われ、地域包括ケア

実践の足掛かりができた
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・地域包括ケア実践に向け、地域との連携の拡大と強化

・顔の見える連携から腹の見える連携へ

～ お互いの思い・立場を理解した連携～

・連携実務者のスキルアップ

ご清聴ありがとうございました。

津軽地域ケアネットワークの課題


